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地上の気温測定の基本です。

このまま覚えよう。
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散乱した⼤気の流れに応じて周波数が変化しているので（ドップ

ラー効果という）、発射した電波の周波数と受信した電波の周波

数の違いから⾵の動きがわかります。(散乱強度ではない)

下降流の強さは、ほとんど変化していない

おおむね、降⽔のない時には上空約3〜6kmまで、降⾬

時には上空約7〜9kmまで観測できます。
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⾼度

約1000ｍ

レーダーからエコーまでの

距離は、半径約25km

氷粒⼦の融解温度はほぼ0℃

なので、1000m下層では

1000m×0.4℃/100m=4℃

となる
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下層からの⾚外線は、雲によって⼀旦吸収されて、

新たに放射されるので、下層からの影響は少ない
下層からの温度が高い放射（黒色）が透過すると、
高層雲の色は灰色に見えます。 
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5700ｍの等⾼度線が九州以南まで南下するのは冬型の気圧配置

なので、雪とかみぞれと対応する

寒冷低気圧の形がはっきり⾒える

5700ｍの等⾼度線に⾚いラインを引いた

⼩さな低気圧の記号がある

前線の北の正渦度と南の負渦度で

太平洋⾼気圧と寒気のせめぎあい

本州全域が正渦度域になっている
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温度差1.2<露点差

温度差4.2<露点差

温度差3.6>露点差0.5

温度差0.5<露点差

温度差0.5>露点差0.0

温度差1.2>露点差-0.6
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北太平洋上だから親潮だろう
違いが分からないが、

⑤に決定している
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予測を⾏う時点で求めた

、降⽔の強さに発達・衰弱の傾向を加味し

て、降⽔の分布を移動させ、6060分先までの降⽔の強さの分布

を計算しています。
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平坦地では発表されない
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B町の基準、1時間⾬量7070ｍｍは、3時間⾬量7070ｍｍを

包含するから、発表基準に達している。

状況の変化に伴って現象の起こる地域や時刻、激しさの程

度などの予測が変わる事があれば、発表中の警報や注意報

の「切替」を⾏って、内容を更新します
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Ç a A ¬ c

的中率は、A=3/5=0.6 B=4/5=0.8（⻘丸と⾚丸の合算）

降⽔ありの的中率は、A=2/3＝0.67 B=1/2=0.5（⾚丸/⾚丸三⾓）

捕捉率は、A=2/3=0.67 B=1/1=1.0（ピンクを捕らえた割合）

¬ c {

$

空振り率は、A=1/5=0.2 B=1/5=0.2

(⾚三⾓/全数全数)
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Bは、実況降⽔が1回なので、捕捉率

は100％か％か0％の択⼀になる。
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的中率：総適中回数の全予報数に対する割合

「降⽔あり」予報の適中率：予報が｢ 降⽔あり｣ だった場合だけを取り出して、

そのうち実況が｢ 降⽔あり｣ となった割合（⼀致率に同じ）

「降⽔なし」予報の適中率：予報が｢ 降⽔なし｣ だった場合だけを取り出して、

そのうち実況が｢ 降⽔なし｣ となった割合

空振り率:「空振り」回数の全予報数に対する割合。「空振り」とは、予報が

｢ 降⽔あり｣ だったのに実況が｢ 降⽔なし｣ となった場合

捕捉率:実況が｢ 降⽔あり｣ となった場合だけを取り出して、そのうち予報も

｢ 降⽔あり｣ だった割合
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う〜ん。

この系統の問題は、良く分かりません。

センター発表の正解は、左の通りです。



I A %& G E C $ 6 . C &) 6 /

9 @ N J = > <

7 4 > < 5 F

N J ; K 1 8 0 2 3 H D ?

L - $- - P

L - %- - O

L - &- - Q

L - '- - S

L - (- - Q

L - )- - P

L - *- - O

L - +- - Q

L - ,- - R

L ""$#- - Q

L ""$$- - R

L ""$%- - S

L ""$&- - R

L ""$'- - S

L ""$(- - O

N J ; K 1 8 0 2 B M D ?

L - $- - S

L - %- - S

L - &- - Q

L - '- - R

L - (- - R

L - )- - Q

L - *- - S

L - +- - O

L - ,- - P

L ""$#- - S

L ""$$- - S

L ""$%- - P

L ""$&- - O

L ""$'- - R

L ""$(- - Q


